
特集 生活福祉資金貸付制度

社会福祉法人　群馬県社会福祉協議会

NO.226
2008 秋号　

「福祉ぐんま」の作成経費として共同募金配分金を使用しています。

■主な内容
助成団体活動紹介…４　　＊独立行政法人福祉医療機構…５　＊群馬県社会福祉大会のお知らせ…６　　＊社会福祉協力校の紹介…６
＊福祉フィルムライブラリー…６　　＊共同募金会からのお知らせ…７　　＊素敵な笑顔　＊施設整備資金貸付事業

社会福祉法人　恵の園グレイスホーム
関　摩理子さん

（関連記事は８ページに掲載）



 福祉ぐんま№226（2008　秋号）

2

DV
ドメスティックバイオレンス 心の病 生活困窮 多重債務

格差社会 社会保険
（医療・年金・労災・雇用） ワーキングプア

医療･介護

物価高騰

連鎖

《特長１》世帯単位の貸付け
収入要件や借入れの必要性等は世帯を単位
として考えます。

他の解決策の提案
　家計の見直し
　身内からの支援
　無料法律相談etc.

他制度の活用
　国民生活金融公庫
　日本学生支援機構
　母子寡婦福祉資金
　障害者向け助成制度
　介護保険の給付etc.

生活困難世帯
低所得世帯　障害者世帯　高齢者世帯

これらを一つひとつ確認しながら、
借入相談を進めます。

《特長２》相談支援が伴う
必要な貸付けとともに、民生委員や社協職員による継続的な相談支
援を行うことで、世帯を自立（＝完済）へと導きます。
　

貸
付
・
償
還

　

県
社
協

相
談
支
援

　

民
生
委
員

　

地
元
社
協

借金をする時の３つのポイント
１　目的のある借入れ
　何をするために借り入れ、その借入れによって生活を

どうしたいのかをよ～く考えます。漠然と生活費が足り

ないでは、ただでさえ苦しい生活に、さらに借金を背負

うだけで、問題の解決にはなりません。

２　借入額は適当か？
　可能な限り貯蓄をし、借入れは必要最小限に。

３　返済計画は立つか？
　今後の収入と支出から、返済できるかを見極めます。

収入は少なく、支出は多く見込み、ゆとりある計画を。

返済計画が立てられなければ、借入れはできません。

ところで、「借金」とは何でしょうか？
答　返す必要のあるお金。借金自体は、決して悪いこ
とではありませんが、誰でもできるわけではありません。
一般には、必要な経費について、一時には用立てられ
ないが、それを分割すれば用意できるという場合に利
用を考えます。

借金を考える前に、ちょっと。
○　困っていることは何ですか？その原因はどのよう
なことですか？その原因を解決するには借金以外に
どんな方法がありますか？
○　このことをご家族や周囲の方々に相談されました
か？それらの方たちからの支援や協力により問題を
解決することはできませんか？

祉資金
ということはまずありません。山あり谷ありの人生です。

に見舞われることもあります。突然の解雇による収入減、

スク（不確実性）に、貯蓄や保険で備えるわけですが、

な時、我々は他からの借入れを考えます。

付制度として、生活福祉資金貸付制度を実施しています。

みたいと思います。（概要については別紙参照）
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特集

今さらですが…
　今だからこそ！

《特長４》低利での貸付け
貸付利子は、年３％（一部資金は無利
子）。但し、最終償還期限を過ぎると、
遅延損害金として、残元金に対して、
年10.75%の延滞利子が発生します。

《特長３》連帯保証人
一部資金を除き、世帯の自立
支援に理解のある連帯保証人
をお願いしています。なお、
民法上の扱いと異なり、保証
債務は承継しません。　

ゴール

自 　 立

ガンバレー
《特長５》償還猶予・延利支払免除・償還免除
一時的に償還が困難となった場合の償還猶予や今後の償
還等が著しく困難となった場合の免除制度があります。

　

昨
今
、
多
重
債
務
者
の
こ
と
が

社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
生

活
費
な
ど
に
困
っ
た
人
た
ち
が
、

借
り
易
い
け
ど
高
利
な
と
こ
ろ
で

借
金
を
し
て
し
ま
い
、
返
済
の
た

め
に
借
り
入
れ
、
借
り
入
れ
て
は

返
済
す
る
と
い
う
こ
と
を
繰
り
返

し
、
気
づ
く
と
、
収
入
に
は
と
て

も
見
合
わ
な
い
、
膨
大
な
借
金
を

抱
え
、
最
悪
の
場
合
、
自
殺
等
に

至
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

こ
の
問
題
へ
の
対
策
は
種
々
議

論
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
貸
付
け
に

至
る
至
ら
な
い
は
別
と
し
て
、
こ

の
貸
付
制
度
も
、
借
金
に
つ
い
て

よ
く
考
え
る
機
会
、
場
と
し
て
、

予
防
と
い
う
面
で
、
一
定
の
役
割

が
果
た
せ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
真

に
必
要
な
も
の
か
、
借
入
れ
が
必

要
な
の
か
、
他
に
解
決
策
は
な
い

か
、
家
計
を
見
直
す
必
要
は
な
い

か
、
返
済
に
耐
え
得
る
か
…
。
借

入
れ
の
際
に
、
そ
こ
ま
で
突
っ
込

ん
だ
面
談
を
す
る
と
こ
ろ
は
な
か

な
か
あ
り
ま
せ
ん
。
相
談
者
に

と
っ
て
は
痛
い
と
こ
ろ
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
借
金
を
す
る
に
は
必

要
な
過
程
で
す
。

　

創
設
以
来
、
53
年
。
古
い
制
度

で
あ
り
、
今
さ
ら
特
集
も
な
い
で

す
が
、
一
方
で
、
お
金
の
問
題
は
、

ど
ん
な
時
代
で
も
皆
さ
ん
の
生
活

に
付
い
て
回
り
ま
す
。
そ
う
い
う

点
で
は
、
常
に
、
ど
ん
な
時
代
で

も
、「
今
だ
か
ら
こ
そ
！
」
の
制
度

だ
と
も
言
え
る
で
し
ょ
う
。

生活福 民生委員とともに
　　歩み続けて50年余

償還開始

　人間だれしも一生涯、自分の思い通りに事が進む

思いがけず幸運を手にすることもありますが、不運

怪我や病気による支出増…。我々は、それらのリ

時にはそれでも賄いきれないことがあります。そん

　群馬県社会福祉協議会では、福祉分野における貸

今回の特集では、制度の特長と借金について考えて
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き
っ
か
け
は
高
校
時
代
の
仲
間

　

も
と
も
と
太
田
高
校
時
代
の
気
心

の
知
れ
た
仲
間
８
名
で
つ
く
っ
た
集

ま
り
で
し
た
が
、
平
成
14
年
度
経
済

産
業
省
の
市
民
活
動
活
性
化
モ
デ
ル

事
業
を
受
け
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て

余
之
助
茶
屋
を
開
設
し
ま
し
た
。
メ

ン
バ
ー
の
職
業
も
弁
護
士
、税
理
士
、

建
築
家
、
不
動
産
業
等
、
様
々
で
、

地
域
の
色
々
な
相
談
ご
と
も
メ
ン

バ
ー
で
解
決
で
き
た
こ
と
か
ら
、
地

域
の
中
で
活
か
せ
れ
ば
と
、
誰
も
が

安
心
し
て
気
軽
に
立
ち
寄
り
相
談
で

き
る
場
所
（
余
之
助
茶
屋
）
を
創
り

ま
し
た
。

余
之
助
ら
し
さ
を
出
す
た
め
に

　

太
田
市
Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
の
声
掛

け
で
始
め
た
歌
声
喫
茶
が
あ
り
ま
す

が
、
そ
の
利
用
者
か
ら
「
昔
懐
か
し

い
映
画
が
見
た
い
」
と
言
っ
た
話
が

出
て
来
ま
し
た
。
ま
た
、
余
之
助
の

サ
ロ
ン
で
余
之
助
ら
し
い
健
康
講
座

が
で
き
な
い
か
。
更
に
市
内
介
護
施

設
の
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
等
の
情
報
提
供

も
で
き
る
の
で
は
と
の
思
い
が
湧
い

て
き
ま
し
た
。そ
う
し
た
こ
と
か
ら
、

ど
こ
か
資
金
援
助
を
し
て
く
れ
な
い

か
と
探
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
県
Ｎ
Ｐ

Ｏ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ロ
ン
ぐ
ん
ま

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
福
祉
医
療
機
構

の
助
成
金
情
報
が
掲
載
さ
れ
て
い
た

た
め
、
申
請
手
続
き
を
し
ま
し
た
。

こ
ん
な
苦
労
も
…
…

　

青
春
映
画
館
上
映
に
つ
い
て
は
、

機
材
整
備
は
で
き
た
の
で
す
が
、
上

映
に
は
、
ク
リ
ア
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
問
題
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。
70

歳
〜
80
歳
の
高
齢
者
が
個
人
で
ビ
デ

オ
レ
ン
タ
ル
シ
ョ
ッ
プ
に
行
き
個
人

で
楽
し
む
の
は
良
い
の
で
す
が
、
何

人
か
集
ま
っ
て
映
画
上
映
と
い
っ
た

ス
タ
イ
ル
は
無
料
で
あ
っ
て
も
著
作

権
法
違
反
に
な
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

映
画
配
給
会
社
へ
足
を
運
び
、
何
度

も
や
り
と
り
を
行
い
、
や
っ
と
の
こ

と
で
了
解
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

介
護
施
設
の
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
は
、

毎
年
増
加
し
て
い
る
福
祉
施
設
の
現

地
確
認
を
何
度
も
す
る
必
要
が
あ
り

ま
し
た
。

　

更
に
、
幾
つ
も
の
補
助
対
象
事
業

を
入
れ
た
た
め
予
算
が
不
足
し
て
し

ま
っ
た
こ
と
も
反
省
点
と
し
て
挙
げ

ら
れ
ま
す
。

　

青
春
映
画
館
は
そ
の
甲
斐
あ
っ
て
、

参
加
者
も
回
を
重
ね
る
毎
に
雰
囲
気

に
馴
染
ん
で
き
て
、
上
映
後
の
話
が

盛
り
上
が
る
様
子
を
見
る
と
や
っ
て

良
か
っ
た
と
の
思
い
と
、
継
続
し
て

い
く
こ
と
へ
の
使
命
感
を
感
じ
ま
す
。

チ
ャ
ン
ス
を
生
か
そ
う
！

　

良
い
ア
イ
デ
ィ
ア
は
持
っ
て
い
て

も
、
助
成
等
の
申
請
に
慣
れ
て
い
な

い
、
パ
ソ
コ
ン
が
打
て
な
い
等
の
理

由
か
ら
申
請
を
あ
き
ら
め
る
ケ
ー
ス

が
多
い
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

　

ま
た
、
助
成
情
報
自
体
が
必
要
と

さ
れ
る
団
体
に
伝
わ
っ
て
い
な
い
と

い
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
今
後
そ
う
し

た
団
体
同
士
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
広

げ
て
行
く
必
要
性
も
あ
る
と
思
い
ま

す
。

　

し
か
し
、
日
頃
か
ら
の
自
分
の
や

り
た
い
事
や
訴
え
た
い
思
い
を
持
っ

て
い
る
な
ら
ば
、
こ
う
し
た
チ
ャ
ン

ス
を
是
非
活
か
し
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

　

平
成
19
年
度
長
寿
・
子
育
て
・
障
害
者
基
金
事
業
助
成
金(

地
方
分)

の
【
高
齢
者
・
障
害
者
福

祉
基
金
】
を
受
け
て
活
動
し
て
い
る
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　

よ
ろ
ず
や
余
之
助
」
の
桑
原
会
長
と
塚
田

事
務
局
長
に
お
話
し
を
お
聴
き
し
ま
し
た
。

健康講座

市内介護施設のガイドマップ

青春映画館上映機材

助
成
団
体
活
動
紹
介

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　

よ
ろ
ず
や
余
之
助
（
太
田
市
）

会　
　

長　

桑
原
三
郎

事
務
局
長　

塚
田
進
一

【
主
な
活
動
内
容
】

・
サ
ロ
ン
活
動
・
余
之
助
茶
屋
（
10
時
〜
18
時
）

・
困
り
ご
と
相
談
・
知
的
障
害
児
対
象
勉
強
塾

【
助
成
対
象
事
業
】

「
地
域
高
齢
者
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
及
び
交
流
の
場
構
築
事
業
」

・
生
涯
青
春
映
画
館
映
画
上
映
の
た
め
の
機
材
の
設
置

・
地
域
住
民
の
憩
い
の
場
を
利
用
し
た
健
康
講
座
開
催
費
用

・
市
内
介
護
施
設
の
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
作
成
費
用
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「地方分助成」を募集します

平成21年度　独立行政法人福祉医療機構　長寿・子育て・障害者基金

募集期間　平成20年９月１日㈪～10月31日㈮（当日消印有効）

◎助成対象事業者
　社会福祉法人、公益法人、特定非営利活動法人、法人格のない任意に設立された団体で、助成事業の実施体制が整っ
ている法人又は団体

◎助成対象事業
１．高齢者・障害者福祉基金
①「地域の福祉・介護のネットワーク形成に関すること」
②「緊急に充実を図る必要のある高齢者、障害者在宅福祉の推進に関すること」
③「高齢者、障害者の社会参加の促進に関すること」
④「民間非営利団体等による地域の福祉・介護に関すること」

２．子育て支援基金
　①「地域や家庭における子育て支援事業に関すること」
　②「青少年の非行防止・健全育成事業に関すること」
　③「児童虐待防止対策など要保護児童対策等事業に関すること」
　④「ひとり親家庭等自立支援事業に関すること」

３．障害者スポーツ支援基金
　①「障害者スポーツの育成・強化事業」
　②「障害者スポーツに対する意識高揚に関すること」
　③「地域におけるスポーツを通じた障害者の社会の推進に関すること」

◎助成額　１事業年度200万円を上限として助成します。　※複数年助成もあります

◎助成対象となる事業の実施期間
    平成21年４月１日以降に開始し、平成22年3月31日までに完了する事業

◎選定方法
　県内推薦審査委員会において審議・推薦し、独立行政法人福祉医療機構の審議を経て決定します。
（県内推薦枠は高齢者・障害者福祉基金６団体、子育て支援基金４団体、障害者スポーツ支援基金１団体、地方分モ
デル事業１団体）

◎申込方法・その他
　　募集要領・応募様式は独立行政法人福祉医療機構ホームページからダウンロードできます。

　　福祉医療機構ホームページＵＲＬ　http://www.wam.go.jp/wam/ 

平成20年10月末日までに所定の申込用紙に必要事項を記入し利用支援グループまでご提出ください。また、
ご不明な点等ございましたら、お気軽にお問い合わせください。

◎福祉医療機構　基金事業部　振興課　電話03-3438-9946
◎群馬県社会福祉協議会 利用支援グループ　電話027-255-6226（担当：澁 谷）
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ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
食
中
毒
は
、
現
在

も
っ
と
も
多
く
の
患
者
を
発
生
さ
せ

て
い
る
病
原
体
で
す
。

　

こ
の
ビ
デ
オ
は
、
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス

食
中
毒
へ
の
対
策
を
わ
か
り
や
す
く

伝
え
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
制
作
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
、感
染
に
よ
る
症
状
を
知
り
、

感
染
経
路
を
知
る
こ
と
。
こ
れ
は
そ

の
後
の
感
染
防
止
対
策
に
つ
な
が
り

ま
す
。

　

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
は
、
非
常
に
小
さ

く
て
少
数
で
感
染
し
ま
す
。
人
の
腸

内
で
増
え
、
胃
腸
炎
を
引
き
起
こ
し

ま
す
。
一
度
感
染
し
て
も
繰
り
返
し

感
染
し
ま
す
。

　

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
感
染
の
事
例
で
は
、

発
生
の
経
過
を
た
ど
り
実
態
を
説
明

し
、そ
の
後
の
対
策
を
紹
介
し
ま
す
。

　

感
染
予
防
対
策
と
し
て
は
、
調
理

従
事
者
の
健
康
管
理
、
手
洗
い
の
励

行
、
確
実
な
加
熱
調
理
な
ど
の
基
本

に
加
え
、
そ
れ
ぞ
れ
に
注
意
点
を
示

し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ビ
デ
オ
を
活
用
し
て
ノ
ロ
ウ

イ
ル
ス
食
中
毒
の
発
生
を
防
ぎ
ま

し
ょ
う
。

　

他
に
も
貸
出
ビ
デ
オ
を
取
り
揃
え

て
お
り
ま
す
。
所
蔵
ビ
デ
オ
の
ご
案

内
は
、
群
馬
県
社
会
福
祉
協
議
会
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け

ま
す
。

  

貸
出
を
ご
希
望
の
方
は
、
予
め
貸

出
状
況
を
ご
確
認
の
上
、
ご
来
館
く

だ
さ
い
。

  

な
お
、
着
払
い
に
よ
る
発
送
貸
出

も
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

  

貸
出
は
原
則
と
し
て
１
週
間
、
５

本
ま
で
と
な
り
ま
す
。

（
連
絡
先
）　

人
材
育
成
グ
ル
ー
プ

０
２
７-

２
５
５-

６
０
３
５

h
ttp
://w
w
w
.g-sh

akyo
.o
r. jp

/
おすすめビデオのお知らせ
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　　　　　　日本スポーツ振興センター

福
祉
フ
ィ
ル
ム
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
よ
り 

新
着
ビ
デ
オ
の
お
知
ら
せ

老
人
ホ
ー
ム
と
の
交
流
会

　

こ
こ
で
は
長
い
伝
統
の
あ
る
交
流

会
を
と
り
あ
げ
ま
す
。
本
校
で
は
４

年
生
が
毎
年
２
回
交
流
会
を
行
っ
て

い
ま
す
。
１
回
目
に
老
人
ホ
ー
ム
を

訪
問
し
た
時
の
感
想
の
一
部
を
紹
介

し
ま
す
。

①
子
ど
も
が
お
年
寄
り
に
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
し
た
時

「
表
情
が
こ
わ
か
っ
た
が
、
笑
顔
に

な
っ
て
く
れ
た
。」「
お
年
よ
り
と
好

き
な
物
が
一
緒
で
う
れ
し
か
っ
た
。」

②
班
ご
と
の
交
流
会

「
思
っ
た
よ
り
明
る
い
人
ば
っ
か
り

で
び
っ
く
り
し
た
が
楽
し
か
っ
た
。」

「
ハ
ン
ド
ベ
ル
や
リ
コ
ー
ダ
ー
を
真

剣
に
聞
い
て
く
れ
、
終
わ
っ
た
ら
、

拍
手
し
て
く
れ
た
か
ら
う
れ
し
か
っ

た
。」

③
次
回
の
交
流
会
で
は
、

「
み
ん
な
で
も
っ
と
盛
り
上
げ
て
お
年

よ
り
の
笑
顔
で
い
っ
ぱ
い
に
し
た

い
。」

３
カ
年
の
成
果
と
課
題

　

以
上
が
本
校
で
の
福
祉
教
育
３
年

間
に
実
践
し
て
き
た
活
動
の
一
部
で

す
。
紙
面
の
関
係
か
ら
特
色
あ
る
行

事
的
な
福
祉
活
動
を
簡
単
に
述
べ
て

み
ま
し
た
。

　

思
い
や
り
は
「
人
を
思
い
遣
る｣

自
発
発
的
活
動
で
あ
り
、
ま
た
人

間
の
心
を
豊
か
に
す
る
実
践
で
す
。

こ
う
し
た
福
祉
協
力
校
の
体
験
は
、

将
来
を
担
う
子
ど
も
が
大
人
に

な
っ
た
と

き
、「
生
き

る
力
」
と

な
っ
て
働

く
に
ち
が

あ
り
ま
せ

ん
。
今
後

も
、
さ
ら

に
充
実
し

た
福
祉
活

動
を
し
て

い
き
た
い

と
考
え
て

い
ま
す
。

　

本
校
は
藤
岡
市
の
市
街
地
か
ら
南

に
約
８
キ
ロ
の
位
地
に
あ
り
ま
す
。

東
に
神
流
川
が
流
れ
、
西
に
は
御
荷

鉾
山
が
聳
え
、｢

冬
桜
で
名
高
い
桜

山｣

に
連
な
る
山
麓
に
あ
る
自
然
の

豊
か
な
学
校
で
す
。
こ
の
地
域
は
三

世
代
家
庭
が
多
い
た
め
、
学
校
へ
の

愛
着
心
が
強
く
、
協
力
的
で
す
。

福
祉
教
育
の
目
標

　

研
究
主
題
『
お
互
い
の
良
さ
を
認

め
合
い
、
思
い
や
り
の
あ
る
児
童
の

育
成
』
を
設
定
し
て
社
会
福
祉
協
力

校
と
し
て
３
年
間
実
践
し
て
き
ま
し

た
。

　

ま
た
、「
児
童
が
お
互
い
の
立
場
を

尊
重
し
、
体
験
的
活
動
や
地
域
と
の

交
流
を
通
し
て
人
を
思
い
や
り
、
助

け
合
っ
て
協
力
し
て
い
く
こ
と
の
大

切
さ
や
態
度
を
育
て
る
こ
と
」
を
福

祉
目
標
に
し
ま
し
た
。

　

本
校
で
は
主
な
福
祉
活
動
と
し
て

２
つ
の
活
動
が
あ
り
ま
す
。
第
一
が

行
事
的
な
活
動
で
あ
り
、
第
二
が
１

年
を
通
し
て
行
っ
て
い
る
日
常
の
活

動
で
す
。

　

こ
こ
で
は
体
験
的
な
活
動
を
重
視

す
る
観
点
か
ら
行
事
的
活
動
の
主
な

実
戦
例
を
紹
介
し
ま
す
。

①
御
嶽
老
人
ホ
ー
ム
と
学
校
と
の
相

互
訪
問
に
よ
る
連
携
、
交
流
会
を
通

し
て
思
い
や
り
の
心
を
学
ぶ
こ
と

②
車
い
す
・
ア
イ
マ
ス
ク
体
験
、
手

話
や
「
バ
リ
ア
フ
リ
ー
探
し
」
を
通

し
て
障
害
者
へ
の
理
解
を
深
め
る
こ

と③
親
子
福
祉
講
演

会
│
盲
導
犬
、
車

い
す
バ
ス
ケ
ッ
ト

等
で
福
祉
を
考
え
さ

せ
る
こ
と

④
三
世
代
ふ
れ
合
い

活
動
│
門
松
づ
く
り
、

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
、
音

楽
コ
ン
サ
ー
ト
等
を

通
し
て
世
代
の
違
う

人
と
交
流
す
る
こ
と

等
で
思
い
や
り
の
心

を
育
て
て
き
ま
し
た
。

社会福祉協力校

藤岡市立鬼石北小学校

平
成
二
十
年
度

群
馬
県
社
会
福
祉
大
会

　

永
年
に
わ
た
り
社
会
福
祉
の
推
進

に
功
績
の
あ
っ
た
方
々
を
表
彰
し

て
、
感
謝
の
意
を
表
す
る
と
と
も
に

誰
も
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
そ
の
人

ら
し
く
自
立
し
た
生
活
が
送
れ
る
、

地
域
社
会
の
実
現
を
め
ざ
し
て
開
催

し
ま
す
。

【
テ
ー
マ
】

「
だ
れ
も
が
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
」

【
主
催
】

群
馬
県
・
群
馬
県
教
育
委
員
会
・

群
馬
県
社
会
福
祉
協
議
会

群
馬
県
共
同
募
金
会

【
期
日
】

　

平
成
二
十
年
十
一
月
二
十
日
㈭

　

午
前
十
時
三
十
分
〜
午
後
三
時
二
十
五
分

【
会
場
】

　

前
橋
市
民
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

【
内
容
】

第
一
部　

式
典

永
年
に
わ
た
り
社
会
福
祉
の
推
進

に
功
績
の
あ
っ
た
方
々
を
表
彰
し

ま
す

第
二
部　

記
念
講
演
と
映
画
上
映

　

演
題
「
ふ
み
子
と
わ
た
し
」

　

講
師　

市
川
信
夫

　
　

（「
ふ
み
子
の
海
」
の
原
作
者
）

　

映
画
上
映
「
ふ
み
子
の
海
」
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共同募金

http://www.akaihane-gunma.or.jp /

群馬県共同募金会社会福祉
法　　人

前橋市新前橋町13番地の12
群馬県社会福祉総合センター４階
TEL027-255-6596  FAX027-255-6214
e-mail:info@akaihane-gunma.or.jp

赤い羽根赤い羽根 情報情報赤 い 羽 根 情報

●「赤い羽根データベースはねっと」で全国の配分データが検索できます。
　http://www.akaihane.or.jp/hanett/
●あなたのまちで、募金がどのようにつかわれているか、群馬県共同募金会のホームページでご覧いただけます。
　http://www.akaihane-gunma.or.jp/

●赤い羽根地域すこやか計画配分●
◇安心・安全なまちづくりを支援します
 46件　14,000,000円

▶詳細は群馬県共同募金会事務局まで

市町村域や広域
での安心安全な
まちづくり

福祉施設や団体
による安心安全な
まちづくり

小地域での
安心安全な
まちづくり

「推進計画策定
事業」

「具体化プログラム
開発事業」 「実践活動」

　今年も、赤い羽根募金運動がはじまりました。
　みなさまのご協力をよろしくお願いします。

「地域の福祉、みんなで参加」

平成20年度共同募金配分計画
項　　目 件数 配分予定額（円）

（財源内訳）平成20年度募金 341,888,000円
　　　　　災害等準備金取崩・繰越金 61,885,000円

■一般募金配分
 施設整備配分 19 58,074,000
 車両整備配分 23 35,666,000
 備品整備配分 46 23,596,000
 事業経費配分 45 23,682,000
 運営費配分 28 1,355,000
 社会福祉協議会配分 55 53,417,000
 赤い羽根地域すこやか計画配分 46  14,000,000
■歳末たすけあい配分
 地域歳末たすけあい配分  129,722,000
 ＮＨＫ歳末たすけあい配分  3,000,000
■災害等準備金
 法定災害等準備金積立等  11,000,000
■募金運動推進費
 募金運動推進・募金管理経費  50,261,000
　　　　 合　　　計  403,773,000

今年の募金目標額　341,888,000円
（一般募金198,000,000円、歳末募金143,888,000円）

［対象団体］
社会福祉協議会
NPO法人等の
公益団体

［配分上限額］
総事業費の95％
以下
（200万円まで）
※地域福祉活動
計画に関連した
事業は75%以下
(150万円まで）

［対象団体］
福祉施設、社会
福 祉 協 議 会 、
NPO法人等の公
益団体

［配分上限額］
総事業費の95％
以下
（100万円まで）

［対象団体］
NPO法人、ボラン
ティア団体、地域団
体、ＰＴＡ等

［配分上限額］
総事業費の95％
以下
（20万円まで）

赤い羽根
共同募金

10月１日　12月31日 10月１日にスタート！ご協力よろしくお願いします

※一般募金、地域歳末たすけあい、NHK歳末たすけあい及び
前年度繰越金等を財源とする配分です。なお、施設整備配分
及び備品整備配分には、NHK歳末たすけあいを含みます。

　毎朝、利用者の皆さんで一緒に歌を歌います。大きな声を出して歌い、お腹

をすかせておいしい昼食の時間を迎えます。今回、共同募金配分金でトイレを

改修しました。以前は食堂からトイレの入り口が遠く不便でしたが、改修工事

後はきれいで使い勝手の良いトイレになり、利用者、職員とも大変喜んでいます。

赤い羽根Letter　～ありがとうメッセージ～

特別養護老人ホームすみれ荘（前橋市）トイレ改修
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グレイスホーム　関　摩理子さん　
　

関
摩
理
子
さ
ん
は
現
在
、
渋
川
市

に
あ
る
社
会
福
祉
法
人
恵
の
園 

身
体

障
害
者
授
産
施
設
グ
レ
イ
ス
ホ
ー
ム

（
山
田
雅
人
施
設
長
）
に
勤
務
さ
れ
る

生
活
支
援
員
さ
ん
。

　

趣
味
は
、
ピ
ア
ノ
、
ヨ
ガ
、
温
泉

に
行
く
こ
と
と
い
う
21
歳
。
そ
ん
な

関
さ
ん
に
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

福
祉
職
を
選
ん
だ
き
っ
か
け
は

　

い
つ
か
ら
か
、
福
祉
を
目
指
し
て

い
ま
し
た
。
ピ
ア
ノ
を
や
っ
て
い
た

の
で
、
保
育
士
に
な
り
た
い
と
思
っ

て
い
た
部
分
も
あ
り
ま
す
。
短
大
に

入
っ
て
、
グ
レ
イ
ス
ホ
ー
ム
に
実
習

に
来
て
、
何
か
感
じ
る
も
の
が
あ
っ

た
ん
で
す
ね
。
利
用
者
と
の
関
係
性

も
と
て
も
い
い
感
じ
だ
っ
た
ん
で
す
。

そ
し
て
な
に
よ
り
も
グ
レ
イ
ス
ホ
ー

ム
の
職
員
の
雰
囲
気
が
よ
く
、
ぜ
ひ

一
緒
に
仕
事
が
し
た
い
と
、
す
ご
く

思
い
ま
し
た
。

う
れ
し
か
っ
た
こ
と
は
？

　

２
年
目
に
な
っ
て
か
ら
自
分
か
ら

動
け
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
し
ょ

う
か
。
ま
た
、
自
分
の
仕
事
に
責
任

を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
１
年
目
は
い
わ
れ
た
こ

と
だ
け
を
必
死
に
や
っ
て
い
ま
し
た

が
、
今
は
自
分
で
考
え
、
自
主
的
に

貸
付
対
象
（
法
人
）

　

社
会
福
祉
法
第
二
十
二

条
に
規
定
す
る
社
会
福
祉

法
人
及
び
民
法
第
三
十
四

条
に
規
定
す
る
公
益
法
人
。

(

対
象
施
設
の
詳
細
に
つ
い

て
は
、
下
記
連
絡
先
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。）

貸
付
資
金
種
類

　

社
会
福
祉
施
設
の
新
設
、

修
理
、
改
造
、
拡
張
、
整

備
、
災
害
復
旧
及
び
施
設

整
備
に
必
要
な
土
地
の
取

得
に
要
す
る
資
金

貸
付
限
度
額

　

１
施
設
あ
た
り
２
，
０

０
０
万
円
以
内
（
た
だ
し
、

福
祉
医
療
機
構
福
祉
貸
付

資
金
を
利
用
し
な
い
場
合
、

原
則
１
，
０
０
０
万
円
以

内
）貸

付
利
子

　

福
祉
医
療
機
構
福
祉
貸

付
利
率
の
１
／
２
又
は
１

／
３

担
保
条
件

・
物
的
担
保（
土
地
・
建
物
）

　

原
則
と
し
て
担
保
に
供

す
る
物
件
に
、
第
１
又
は

第
２
順
位
の
抵
当
権
を
設

定
し
ま
す
。

・
人
的
担
保（
連
帯
保
証
人
）

　

原
則
と
し
て
法
人
の
代

表
者
（
理
事
長
）
及
び
貸

付
金
の
償
還
に
応
じ
得
る

資
力
が
あ
る
と
認
め
ら
れ

る
者
１
名
以
上
。

償
還
方
法

　

年
賦
均
等
償
還

（
長
期
資
金
２
，
０
０
０
万

円
借
入
の
場
合
、
10
年
償

還
。）連

絡
先

群
馬
県
社
会
福
祉
協
議
会

施
設
支
援
グ
ル
ー
プ

（
☎
０
２
７
・
２
５
５
・
６

０
３
４
）

取
材
は
、
８
月
下
旬
の
雨
上
が
り
の
日
に
行
い
ま
し
た
。
清
ら
か
な
笑
顔
の
な
か
に
、
し
っ

か
り
と
し
た
自
分
を
も
っ
て
仕
事
を
さ
れ
て
い
る
印
象
の
関
さ
ん
で
し
た
。

＊
今
回
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
「
素
敵
な
笑
顔
」
で
は
、
福
祉
職
場
で
い
き
い
き
と
働
い
て
い
る
方
た
ち
を
紹

介
し
て
い
き
ま
す
。

や
り
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
れ
た
こ

と
で
す
。

で
は
失
敗
と
か
し
た
こ
と
は
あ
り

ま
す
か
？

　

利
用
者
の
変
化
と
か
注
意
し
な
い

と
い
け
な
い
と
こ
ろ
と
か
、
見
る
べ

き
と
こ
ろ
を
見
る
こ
と
が
で
き
ず
に
、

ほ
か
の
職
員
に
指
摘
さ
れ
て
し
ま
っ

た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

感
動
し
た
こ
と
は
？

　

自
分
の
担
当
し
た
も
の
が
し
っ
か

り
と
で
き
た
こ
と
で
し
ょ
う
か
。
担

当
行
事
で
他
の
職
員
と
一
緒
に
準
備

を
進
め
、
そ
れ
が
成
功
し
た
と
き
な

ど
と
て
も
感
動
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
福
祉
職
を
目
指
す
ひ
と

へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

と
に
か
く
、い
ま
が
楽
し
い
で
す
。

と
て
も
や
り
が
い
を
感
じ
て
い
ま
す
。

人
相
手
の
仕
事
だ
か
ら
、
難
し
さ
も

あ
る
か
も
し
れ
な
い
け
ど
、
様
々
な

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
中
か
ら
自

分
も
成
長
が
で
き
る
職
場
だ
と
思
い

ま
す
。
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群馬県前橋市新前橋町13-12
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低利で施設整備資金をご融資します
～民間社会福祉施設整備資金のご案内～

￥10,000 0279-72-2073TEL.

（
税
込
）観山荘

群馬県社会福祉協議会経営

但し、金曜日は1,000円増
休祝前日は2,000円増

忘年会・新年会プラン

１泊２食付
飲み放題２時間付

〒377-0102　渋川市伊香保町伊香保32番地

URL http://www.kanzansou.jp/

【期間】平成20年11月１日～平成21年１月31日まで
 （但し、12月28日～１月３日は除く）

10名様～

特典
○２次会サロン「華連」
　90分飲み放題
　歌い放題
　2,500円➡2,200円（税込）
○県内在住
　65才以上は500円割引

忘年会・新年会プラン


